
『東方』401 号（2014 年 7 月）　　24

　

本
書
『
中
国
が
世
界
に
深
く
入
り
は
じ
め
た
と
き
―
―
思
想
か
ら
み

た
現
代
中
国
』
は
現
代
中
国
で
注
目
さ
れ
る
論
客
賀
照
田
氏
の
最
初
の

日
本
語
に
よ
る
評
論
集
で
あ
る
。
賀
氏
は
一
九
六
七
年
生
ま
れ
、
中
国

社
会
科
学
院
文
学
研
究
所
の
副
研
究
員
で
、
も
と
も
と
は
エ
リ
オ
ッ
ト

の
詩
な
ど
英
文
学
を
専
攻
し
て
い
た
と
い
う
が
、
教
義
の
文
学
研
究
の

枠
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
幅
広
い
領
域
で
活
躍
中
で
あ
る
。
賀
氏
に
は
中

国
語
に
よ
る
単
著
『
当
代
中
国
的
知
識
感
覚
与
観
念
感
覚
』（
広
西
師
範

大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
。
繁
体
字
に
よ
る
台
湾
版
も
同
時
期
に
出
版
さ
れ

て
い
る
）
が
す
で
に
あ
り
、
広
範
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
本
書
は
そ
れ
と

は
異
な
り
、
日
本
で
の
訳
者
鈴
木
将
久
氏
（
一
橋
大
学
）
が
独
自
の
観

点
か
ら
八
編
の
論
説
を
採
録
し
、
編
ま
れ
た
評
論
集
で
あ
る
。

　

本
書
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
目
次
を
掲
げ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
の
中
国
思
想
界
と

知
識
人

川
尻　

文
彦

Book Review

四六判
290頁
青土社

［本体 2600円 + 税］

第
一
章	

困
惑
と
不
安
の
な
か
の
模
索
―
―
雑
誌
編
集
か
ら
見
た
中
国

知
識
界
の
い
ま
（
二
〇
〇
二
年
）

第
一
部　

中
国
政
治
を
考
察
し
て

第
二
章	

中
国
の
現
代
史
と
思
想
と
政
治
（
二
〇
〇
八
年
）

第
三
章	

中
国
が
世
界
に
深
く
入
り
は
じ
め
た
と
き
―
―
ナ
ン
デ
ィ
と

中
国
の
歴
史
的
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
（
二
〇
一
四
年
）

第
二
部　

中
国
思
想
を
考
察
し
て

第
四
章	

中
国
学
術
思
想
界
を
制
約
す
る
い
く
つ
か
の
問
題（
二
〇
〇
一

年
）

第
五
章	
貧
弱
な
論
争　

意
図
せ
ざ
る
結
果
（
二
〇
〇
一
年
）

第
六
章	

現
代
中
国
思
想
論
争
の
歴
史
的
意
義
と
学
術
的
意
義 

賀
照
田
著
／
鈴
木
将
久
編
訳

中
国
が
世
界
に
深
く
入
り
は
じ

め
た
と
き

　

―
―
思
想
か
ら
み
た
現
代
中
国 
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（
二
〇
〇
五
年
）

第
三
部　

中
国
社
会
を
考
察
し
て

第
七
章	

時
代
の
要
請
と
中
国
人
文
思
想
の
再
出
発
（
二
〇
〇
五
年
）

第
八
章	

中
産
階
級
の
夢
の
浮
沈
と
中
国
の
未
来
―
―
近
年
の
ネ
ッ
ト

流
行
語
か
ら
見
る
中
国
知
識
青
年
の
経
済
的
・
社
会
心
理
的

境
遇
（
二
〇
一
三
年
）

（　
　

）
は
中
国
語
版
刊
行
年
。

　

前
著
『
当
代
中
国
的
知
識
感
覚
与
観
念
感
覚
』
と
重
複
し
て
採
録
さ

れ
て
い
る
の
は
、
本
書
第
一
、四
、五
、六
、七
章
に
収
め
ら
れ
た
五
編
の

論
文
の
み
で
あ
る
。『
当
代
中
国
的
知
識
感
覚
与
観
念
感
覚
』
は
ざ
っ

と
み
て
本
書
の
約
二
倍
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
、
学
術
的
な
文
学
研
究

（
朱
光
潜
、エ
リ
オ
ッ
ト
、竹
内
好
）、思
想
研
究
（
徐
復
観
、殷
海
光
、王
汎
森
）

に
か
か
わ
る
論
文
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

賀
氏
と
同
じ
歳
の
鈴
木
氏
と
は
公
私
と
も
に
深
い
つ
き
あ
い
が
あ

り
、
賀
氏
の
論
説
の
日
本
の
学
術
界
へ
の
翻
訳
紹
介
は
こ
れ
ま
で
も
っ

ぱ
ら
鈴
木
氏
の
手
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
き
た
。
本
書
の
タ
イ
ト
ル
「
中

国
が
世
界
に
深
く
入
り
は
じ
め
た
と
き
」
は
、
第
三
章
（
公
表
時
期
が

最
も
現
在
に
近
い
）
の
論
文
名
か
ら
採
ら
れ
、
副
題
「
思
想
か
ら
み
た

現
代
中
国
」
は
鈴
木
氏
が
本
書
の
内
容
に
か
ん
が
み
つ
け
た
も
の
で
あ

る
。
本
書
を
一
読
し
て
す
ぐ
感
じ
る
の
は
、（　
　

）
内
に
中
文
版
の

発
表
時
期
を
記
し
た
通
り
、
執
筆
時
期
が
一
五
年
間
ほ
ど
の
長
期
に
わ

た
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
間
の
賀
氏
自
身
の
問
題
関
心
や
思
想

の
変
化
は
大
き
く
、
本
書
に
収
録
さ
れ
た
論
説
の
カ
バ
ー
す
る
内
容
の

幅
は
広
い
。

　

私
が
見
る
と
こ
ろ
、
本
書
に
収
録
さ
れ
た
論
説
は
そ
の
内
容
か
ら
大

き
く
三
種
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
順
に
見
て
い
く
こ
と
に

す
る
。

　

賀
氏
の
名
前
が
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、『
学
術
思
想

評
論
』
の
編
集
責
任
者
と
し
て
で
あ
っ
た
。『
学
術
思
想
評
論
』
は

一
九
九
七
年
に
賀
氏
と
趙
汀
陽
氏
（
分
析
哲
学
を
専
攻
）
を
中
心
に
創
刊

さ
れ
た
雑
誌
で
あ
り
、
当
時
の
中
国
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
へ
の
批
判
を
目

的
に
し
て
い
た
。
一
九
九
〇
年
代
半
ば
は
中
国
大
陸
で
は「
学
術
規
範
」

（
学
問
、
学
術
活
動
を
行
う
う
え
で
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
）
の
確
立
が
強
く
叫

ば
れ
た
時
期
で
も
あ
り
、『
学
術
思
想
評
論
』
は
そ
の
よ
う
な
中
国
知

識
界
の
動
き
と
共
鳴
し
な
が
ら
、
独
自
の
活
動
を
始
め
た
。『
学
術
思

想
評
論
』
は
、ハ
バ
ー
マ
ス
、ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
、フ
ー
コ
ー
、バ
ー

リ
ン
を
当
時
と
し
て
は
先
駆
的
に
中
国
の
学
術
界
に
翻
訳
紹
介
し
、
大

き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
他
方
、
中
国
の
学
術
界
に
共
通
す
る
傾
向
、
つ

ま
り
欧
米
的
な
流
行
理
論
や
学
術
活
動
が
も
て
は
や
さ
れ
る
一
方
で
、

そ
の
よ
う
な
理
論
が
生
ま
れ
た
歴
史
的
・
現
実
的
な
背
景
を
無
視
し
た
、
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上
滑
り
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
危
惧
を
感
じ
て
い
た
。そ
こ
で
、

賀
氏
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
学
術
思
想
の
現
実
に
介
入
す
る
よ
う
な
編
集

方
針
を
採
用
し
た
。
さ
ら
に
中
国
知
識
界
の
制
度
化
さ
れ
た
哲
学
史
、

文
学
史
、
思
想
史
な
ど
旧
来
の
モ
デ
ル
に
は
回
収
さ
れ
な
い
よ
う
な
形

で
の
、
中
国
学
術
思
想
の
伝
統
再
発
掘
の
提
唱
を
行
っ
た
。
そ
の
経
緯

と
問
題
意
識
は
第
一
章
「
困
惑
と
不
安
の
な
か
の
模
索
―
―
雑
誌
編
集

か
ら
見
た
中
国
知
識
界
の
い
ま
」
と
第
四
章
「
中
国
学
術
思
想
界
を
制

約
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
」
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　

今
日
の
目
か
ら
見
て
、
私
の
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
賀
氏
が
「『
学

術
思
想
評
論
』
が
と
く
に
支
持
す
る
の
は
二
人
の
研
究
者
で
あ
る
。
一

人
は
中
国
社
会
科
学
院
の
孫
歌
教
授
、
も
う
一
人
は
ア
メ
リ
カ
の
フ
ー

バ
ー
研
究
所
の
メ
ッ
ツ
ガ
ー
教
授
で
あ
る
」（
四
〇
頁
）
と
断
言
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
学
術
界
の
雰
囲
気
を
知
る
上
で
貴
重
な
証
言

で
あ
る
。

　

孫
歌
氏
は
丸
山
真
男
や
竹
内
好
の
研
究
で
知
ら
れ
、
ア
ジ
ア
論
の
研

究
者
で
も
あ
る
。
そ
の
後
、
孫
歌
氏
が
日
本
の
思
想
や
文
学
を
ア
ジ
ア

論
的
視
野
か
ら
論
じ
、
い
わ
ば
「
ス
タ
ー
学
者
」
と
し
て
日
本
の
学

界
の
注
目
を
浴
び
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
（
日
本
語
に
よ
る
単
著
と
し

て
は
、『
ア
ジ
ア
を
語
る
こ
と
の
ジ
レ
ン
マ
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、『
竹

内
好
と
い
う
問
い
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
、『
歴
史
の
交
差
点
に
立
っ
て
』

日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
、
等
）。
今
日
で
は
中
国
人
学
者
に
よ
る

本
格
的
な
日
本
研
究
は
け
っ
し
て
珍
し
く
な
い
が
、
当
時
と
し
て
は
異

彩
を
放
っ
て
い
た
。

　

メ
ッ
ツ
ガ
ー
（T

hom
as A

. M
etzger

）
は
中
国
近
世
儒
学
の

研
究
で
知
ら
れ
る
在
米
学
者
で
あ
り
、
そ
の
主
著E

scape from
 

P
redicam

ent: N
eo-C

onfucianism
 and C

hina's E
volving 

P
olitical C

ulture. C
olum

bia U
niversity Press,1977

は
、

一
九
八
〇
年
代
に
は
中
国
語
訳
が
完
成
し
、
江
蘇
人
民
出
版
社
の
海
外

中
国
研
究
叢
書
の
一
つ
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
宋
代

以
降
の
儒
学
者
た
ち
が
追
究
し
て
き
た
宇
宙
―
―
人
生
問
題
の
困
境
意

識
が
、
今
日
の
中
国
政
治
の
発
展
に
ま
で
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を

論
証
す
る
壮
大
で
、
難
解
き
わ
ま
り
な
い
も
の
で
あ
る
。
中
国
大
陸
で

の
中
国
哲
学
史
研
究
の
ス
タ
イ
ル
と
は
大
い
に
異
な
る
異
端
的
な
も
の

で
あ
る
。

　

近
年
で
は
、
中
国
の
学
者
が
海
外
の
中
国
研
究
の
成
果
を
参
照
し
、

そ
の
メ
リ
ッ
ト
（
と
同
時
に
デ
メ
リ
ッ
ト
）
を
指
摘
し
な
が
ら
、
自
分
の

研
究
を
叙
述
す
る
と
い
う
論
文
の
ス
タ
イ
ル
は
、
当
た
り
前
の
よ
う
に

目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、こ
の
時
期
に
始
ま
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

二
つ
目
の
内
容
は
、
中
国
思
想
界
の
状
況
の
紹
介
者
と
し
て
の
賀
氏

の
仕
事
で
あ
る
。
第
五
章
「
貧
弱
な
論
争　

意
図
せ
ざ
る
結
果
」、
第

六
章
「
現
代
中
国
思
想
論
争
の
歴
史
的
意
義
と
学
術
的
意
義
」
に
見
ら

れ
る
賀
氏
の
一
九
九
〇
年
代
の
中
国
知
識
界
、
思
想
界
を
総
括
す
る
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一
連
の
論
説
は
、
日
本
の
学
界
に
お
い
て
著
名
な
も
の
で
あ
り
、
研

究
者
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
（
た
と
え
ば
、
砂
山
幸
雄
「
思

想
解
放
と
改
革
開
放
」
日
本
現
代
中
国
学
会
『
新
中
国
の
六
〇
年
』
創
土
社
、

二
〇
〇
九
年
、
等
）。

　

周
知
の
通
り
、
中
国
知
識
人
の
論
説
（
に
限
ら
ず
、
ど
の
国
の
論
説
で

も
そ
う
だ
が
）
は
様
々
な
文
脈
に
規
定
さ
れ
な
が
ら
、
発
表
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
文
字
通
り
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
じ
人
物
で
も

実
際
に
会
っ
て
話
を
聞
い
た
内
容
と
、
論
説
上
で
展
開
さ
れ
た
内
容
が

あ
ま
り
に
異
な
っ
て
い
て
、
驚
愕
し
た
経
験
は
私
に
は
少
な
く
な
い
。

行
間
の
深
い
読
み
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
の
「
裏
を

読
む
」
芸
当
は
、
日
本
人
研
究
者
に
は
難
し
い
。

　

実
際
、
新
左
派
な
ど
中
国
の
知
識
人
は
、
言
う
こ
と
が
国
内
と
国
外

で
は
違
う
と
か
、
計
算
づ
く
で
常
に
言
い
方
を
変
え
、
い
つ
も
仮
面
を

か
ぶ
っ
て
い
る
、
な
ど
の
指
摘
が
あ
る
（
馬
立
誠
（
本
田
善
彦
訳
）『
中
国

を
動
か
す
八
つ
の
思
潮
―
―
そ
の
論
争
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』
科
学
出
版
社
東
京
、

二
〇
一
三
年
、
一
二
五
頁
）。
一
九
九
〇
年
代
の
新
左
派
と
自
由
主
義
派

の
激
し
い
論
戦
を
ど
う
評
価
し
た
ら
よ
い
の
か
戸
惑
っ
て
い
た
中
で
、

賀
氏
の
論
説
は
日
本
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
中
国
の
学
術
界
の
動
向

を
知
る
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
使
わ
れ
、
賀
氏
の
随
所
の
指
摘
は
日

本
人
学
者
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。

　

賀
氏
に
よ
る
と
「
新
左
派
」
と
分
類
さ
れ
た
者
た
ち
の
基
本
的
な
価

値
観
と
主
要
な
関
心
は
「
自
由
主
義
」
と
背
離
す
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
が
「
自
由
主
義
」
の
陣
営
か
ら
「
新
左

派
」
に
分
類
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
九
〇
年
代
の
自
由
主
義
に
対
す

る
彼
ら
の
あ
る
種
独
特
の
批
判
的
ス
タ
ン
ス
に
あ
る
と
い
う
（
一
八
七

頁
）。
こ
こ
で
「
新
左
派
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
王
紹
光
、
崔
之
元
、

甘
陽
で
あ
る
。こ
の
三
者
に
限
っ
て
も
彼
ら
の
思
想
は
一
様
で
は
な
く
、

個
別
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
賀
氏
が
一
九
九
〇
年
代
の
論
戦
の
意
義

を
解
釈
し
、
双
方
の
論
点
を
手
際
よ
く
整
理
し
て
み
せ
る
手
腕
は
見
事

で
あ
っ
た
。

　

賀
氏
の
指
摘
で
い
ま
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
九
〇
年
代
の
中
国
大
陸

学
術
思
想
界
に
現
れ
た
新
動
向
と
し
て
、
権
力
エ
リ
ー
ト
と
知
識
エ

リ
ー
ト
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
断
絶
を
指
摘
し
、
憂
慮
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
（
一
五
七
頁
）。
新
左
派
と
自
由
主
義
派
の
論
戦
の
よ
う

に
国
家
の
大
計
に
つ
い
て
の
大
上
段
か
ら
の
言
論
が
知
識
人
の
間
か
ら

徐
々
に
消
え
て
い
っ
た
よ
う
に
見
え
る
の
は
な
ぜ
か
。
賀
氏
は
、
天
安

門
事
件
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
知
識
人
は
国
家
や
政
府
へ
の
意
思
決
定

へ
の
参
与
の
機
会
が
狭
ま
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
中
国
の
か
か
え
て
い

る
問
題
は
き
わ
め
て
複
雑
で
、多
面
的
で
あ
り
、一
昔
前
の
権
力
エ
リ
ー

ト
と
知
識
エ
リ
ー
ト
が
考
え
て
い
た
よ
う
な
制
度
さ
え
変
え
れ
ば
す
べ

て
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
な
っ
て
い
っ
た
た
め
で
も

あ
る
と
い
う
。
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三
つ
目
は
、
い
ま
の
中
国
社
会
の
情
勢
に
対
す
る
言
及
で
あ
る
。
狭

義
の
学
術
や
思
想
問
題
を
離
れ
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
的
な
論
説
を
も
含

ん
で
い
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
な
る
と
「
新
左
派
」
と
言
わ
れ
た
人
た
ち
を

含
め
一
部
の
知
識
人
た
ち
は
国
家
へ
の
態
度
を
改
め
、
政
府
へ
の
批
判

を
弱
め
た
よ
う
に
私
た
ち
外
国
人
研
究
者
に
は
見
え
た
。
一
説
で
は
知

識
人
や
大
学
教
授
の
社
会
的
な
地
位
が
高
ま
り
、
中
国
の
現
状
へ
の
批

判
力
が
弱
ま
っ
た
、
体
制
側
に
取
り
込
ま
れ
た
な
ど
の
粗
い
説
明
も
な

さ
れ
た
が
、
賀
氏
は
第
二
章
「
中
国
の
現
代
史
と
思
想
と
政
治
」
で
知

識
人
と
政
治
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。
賀
氏
は
、
胡
錦
濤
・

温
家
宝
の
多
く
の
政
策
が
彼
ら
の
考
え
と
合
致
し
て
い
る
と
考
え
、
善

意
を
も
っ
て
政
府
の
一
連
の
挙
動
・
政
策
・
公
約
を
「
胡
温
新
政
」
と

称
え
た
か
ら
だ
と
言
う
（
五
七
頁
）。

　

賀
氏
の
政
府
へ
の
評
価
は
微
妙
で
あ
る
が
、
一
面
で
は
政
府
へ
の
高

い
評
価
も
み
え
る
。「
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
い
る
政
治
人
物
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
、
情
報
、
要
求
が
集
ま
っ
て
く
る
た
め
、
現
実
の
全
体

的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
は
ら
む
衝
突
や
緊
張
を
意
識
す
る
条
件
に
恵
ま
れ

て
い
る
…
…
彼
ら
は
現
状
の
厳
し
さ
や
複
雑
さ
を
知
識
人
の
多
く
よ
り

は
明
晰
に
理
解
し
て
い
る
」（
八
四
～
八
五
頁
）
と
ま
で
い
う
と
私
に
は

褒
め
す
ぎ
の
よ
う
な
気
も
す
る
が
、
日
中
の
知
識
人
の
置
か
れ
て
い
る

地
位
の
違
い
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

第
八
章
「
中
産
階
級
の
夢
の
浮
沈
と
中
国
の
未
来
―
―
近
年
の
ネ
ッ

ト
流
行
語
か
ら
見
る
中
国
知
識
青
年
の
経
済
的
・
社
会
心
理
的
境
遇
」

で
は
日
本
で
も
知
ら
れ
る
中
国
で
の
受
験
競
争
の
熾
烈
さ
を
紹
介
し
、

第
三
章
「
中
国
が
世
界
に
深
く
入
り
は
じ
め
た
と
き
―
―
ナ
ン
デ
ィ
と

中
国
の
歴
史
的
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
」
で
は
大
国
化
し
て
い
る
中
国

が
周
辺
諸
国
に
と
っ
て
「
脅
威
」
と
な
っ
て
い
る
現
状
―
―
賀
氏
は

「
中
国
大
陸
が
自
己
感
覚
と
国
際
感
覚
の
両
面
で
お
ち
い
っ
て
い
る
思

考
の
ジ
レ
ン
マ
」（
一
一
六
頁
）
と
い
う
―
―
に
つ
い
て
中
国
知
識
人
の

立
場
か
ら
抑
制
の
利
い
た
比
喩
的
な
表
現
を
多
用
し
て
説
明
す
る
。
中

国
の
肥
大
す
る
大
国
意
識
に
つ
い
て
「
中
国
大
陸
が
﹁
植
民
さ
れ
た
経

験
﹂
を
も
た
な
い
ゆ
え
に
、
周
辺
の
国
家
の
植
民
地
モ
ダ
ニ
テ
ィ
お
よ

び
そ
こ
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
多
方
面
の
歴
史
・
社
会
・
文
化
・
心
理
的

帰
結
を
理
解
す
る
こ
と
が
一
層
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
そ

れ
は
中
国
大
陸
が
周
辺
の
国
家
を
自
己
の
拡
張
と
し
て
で
は
な
く
ほ
ん

と
う
の
意
味
で
﹁
他
者
﹂
と
し
て
理
解
す
る
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
る
」

（
一
一
二
頁
）
と
説
明
し
て
い
る
。

　

賀
氏
は
ご
自
分
の
専
門
を
思
想
史
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
経
緯
に

つ
い
て
は
訳
者
の
鈴
木
氏
が
「
訳
者
ま
え
が
き
」
で
丁
寧
に
説
明
し
て

い
る
が
、
日
本
語
で
い
う
思
想
史
研
究
と
も
中
国
語
で
い
う
思
想
史
と

も
微
妙
に
違
う
。
私
な
り
に
解
釈
す
れ
ば
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
さ
を
持
っ

た
学
術
評
論
家
と
で
も
い
う
べ
き
立
場
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
日
本
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語
の
語
感
で
は
評
論
家
と
い
え
ば
、
根
拠
な
く
勝
手
気
ま
ま
に
放
談
す

る
人
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
そ
れ
と
は
異
な
る
。
こ
の
よ
う
な

立
ち
位
置
の
中
国
知
識
人
は
少
な
く
、
貴
重
で
あ
る
。

　

一
〇
年
近
く
前
、
東
京
で
開
か
れ
た
あ
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
幕

間
の
休
憩
時
間
に
話
し
か
け
た
私
に
気
軽
に
雑
談
に
応
じ
て
下
さ
っ
た

が
、
そ
の
時
の
賀
氏
の
印
象
は
非
常
に
若
々
し
か
っ
た
。
時
は
流
れ
、

本
書
の
「
作
者
後
記
」
で
述
懐
す
る
よ
う
に
（
二
五
八
頁
）、
賀
氏
自
身

も
歳
と
っ
た
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
て
い
る
よ
う
だ
。
ま
さ
に
「
人
、

中
年
に
到
る
」
の
心
境
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、本
書
か
ら
よ
り
強
烈
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
、賀
氏
が
歳
と
っ

た
と
い
う
こ
と
よ
り
は
、
中
国
そ
の
も
の
も
歳
と
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。
歳
と
っ
た
と
い
う
よ
り
、
思
春
期
、
青
年
期
を
経
て
、
身
体

も
大
き
く
な
り
、
自
信
を
も
つ
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
感
じ

る
こ
と
に
な
っ
た
中
国
で
あ
る
。

　

こ
の
小
さ
な
本
を
読
ん
で
み
て
、
い
ま
の
中
国
に
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
を
「
正
確
」
に
理
解
す
る
こ
と
の
大
変
さ
を
痛
感
し
た
。
賀
氏
の
理

路
を
理
解
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
、
賀
氏
の
議
論
を
い
ま

の
中
国
の
あ
ら
ゆ
る
現
状
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
、
評
価
す
る
こ
と
は

難
し
い
。

　

中
国
人
は
多
様
で
あ
る
。
日
本
人
以
上
に
そ
の
多
様
さ
に
は
幅
が
あ

る
。
賀
氏
も
そ
の
中
国
知
識
人
の
一
人
で
あ
り
、
数
多
く
い
る
知
識
人

の
一
人
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
気
に
留
め
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
彼
の

論
著
で
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
一
部
で
し
か
な
い
。
彼

自
身
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
賀
氏
に
対
す
る
さ
ら
な
る
研
究
が
必

要
で
あ
る
。

　

私
は
現
代
～
当
代
の
中
国
思
想
を
専
門
的
に
研
究
す
る
者
で
は
な

く
、
こ
の
小
文
に
も
誤
解
に
基
づ
く
あ
や
ま
り
も
多
々
あ
ろ
う
か
と
思

う
が
、
問
題
提
起
と
し
て
意
味
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
、
あ
え
て
紹
介

の
筆
を
と
っ
た
次
第
で
あ
る
。（

か
わ
じ
り
・
ふ
み
ひ
こ　

愛
知
県
立
大
学
）

常
設
展
　
中
国
陶
磁
器
―
館
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
―

▼
会
期
：
6
月
7
日
（
土
）
～
7
月
27
日
（
日
）
10
時
～
17
時
（
入

館
は
16
時
30
分
ま
で
）
▼
休
館
日
：
月
曜
日
（
た
だ
し
7
月
21
日
は

開
館
し
、
22
日
は
休
館
）
▼
場
所
：
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
（
大

阪
府
和
泉
市
内
田
町3-6-12

）
▼
入
館
料
：
一
般
五
〇
〇
円
、
高
・

大
生
三
〇
〇
円
、
中
学
生
以
下
無
料
▼
お
問
い
合
わ
せ
：
和
泉
市
久

保
惣
記
念
美
術
館T

EL

：0725-54-0001

▼
主
な
展
示
品
：
彩
陶 

円
文
双
耳
壺
（
新
石
器
時
代
）、
青
磁
鉄
斑 

天
鶏
壺
（
東
晋
時
代
）、

三
彩 

壺
（
唐
時
代
）、
青
白
磁 

瓜
形
水
注
（
南
宋
時
代
）、
白
釉 

面

盆
（
北
宋
時
代
）、〔
国
宝
〕
青
磁 

鳳
凰
耳
花
生 

銘
万
声
（
南
宋
時
代
）、

玳
玻
天
目 

花
鳥
文
碗
（
南
宋
時
代
）、
青
磁 

花
文
梅
瓶
（
金
時
代
）、

五
彩 
花
鳥
文
鉢
（
明
時
代
）、
青
花
粉
彩 

器
玩
図
碗
（
清
時
代
）、

紫
泥 
茶
銚
「
萬
豊
順
記
」
印
款
（
清
時
代
）


